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凡例
鎧畑ダム貯水池

• 玉川ダムは、総貯水容量 2億5,400万m3、洪水調節容量 1億700万m3の多目的ダム（東北の国管理ダムで一番の貯水量）

• 鎧畑ダムは、総貯水容量 5,100万m3、洪水調節容 3,200万m3の多目的ダム（秋田県の管理ダムで一番の貯水量）

玉川ダム

鎧畑ダム

流域図

秋田県

玉川ダムと鎧畑ダムの概要

玉川ダム（国）

鎧畑ダム（県）
２

・型式 ：重力式
コンクリートダム

・堤高 ：58.5 m
・堤頂長 ：236.0 m
・集水面積 ：320.3 km2

・湛水面積 ：2.55 km2

・総貯水容量 ：51,000 千m3

・洪水調節容量：32,000 千m3

・型式 ：重力式コンクリートダム

・堤高 ：100 m
・堤頂長 ：441.5 m
・集水面積 ：287.0 km2

・湛水面積 ：8.3 km2

・総貯水容量 ：254,000 千m3

・洪水調節容量：107,000 千m3



玉川ダム（国）
・型式 ：重力式コンクリートダム
・堤高 ：１００ｍ
・堤頂長 ：４４１．５ｍ
・集水面積 ：２８７．０ｋｍ２
・湛水面積 ：８．３ｋｍ２
・総貯水容量 ：２５４，０００千ｍ３
・洪水調節容量：１０７，０００千ｍ３

玉川ダムと鎧畑ダムの概要
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洪水調節洪水調節

かんがい用水の補給かんがい用水の補給

《ダムの目的》

流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持

上水道用水の補給上水道用水の補給

工業用水の供給工業用水の供給

発 電発 電

玉川ダム （管理開始：平成3年4月） 鎧畑ダム （管理開始：昭和33年8月）

鎧畑ダム（秋田県）
・型式 ：重力式コンクリートダム
・堤高 ：５８．５ｍ
・堤頂長 ：２３６．０ｍ
・集水面積 ：３２０．３ｋｍ２
・湛水面積 ：２．５５ｋｍ２
・総貯水容量 ：５１，０００千ｍ３
・洪水調節容量：３２，０００千ｍ３

洪水調節洪水調節

《ダムの目的》

発 電発 電



長野地点

玉川頭首工

夏瀬ダム

神代ダム

• 玉川ダム及び鎧畑ダムは、雄物川水系の最大支川である玉川の上流に位置し、2ダムの流域面積は、320km2

• 治水面では、玉川及び雄物川沿川の仙北市、大仙市、秋田市を抱える他、利水面では、仙北市や大仙市の農地に10,240ha
対する かんがい用水の補給等を実施

玉川ダムと鎧畑ダムの概要

治水

基準地点(椿川)

かんがい区域

水道供給区域

基準地点(玉川頭首工)

基準地点(長野)

流水の正常な機能の維持 ：玉川頭首工地点：6m3/s、長野地点：11m3/s、
椿川地点：約80m3/s の流量確保

かんがい用水 ：約10,200haに対する補給
上水道 ：1日最大供給：13,900m3

工業用水 ：1日最大供給：452,500m3
※計画を含む

電力用水：常時10.93m3/s、最大 40m3/s、最大出力 23,600kw （玉川発電所）
：常時11.82m3/s、最大 35m3/s、最大出力 15,700kw （鎧畑発電所）

利水

■玉川・雄物川沿川地区
仙北市、大仙市、秋田市

玉川合流点下流の氾濫域
想定氾濫区域面積 ： 199km2

想定氾濫区域内人口 ： 191,857人
想定氾濫区域内資産額 ： 4兆2,694億円

４

玉川ダム

鎧畑ダム

玉川ダム

鎧畑ダム

玉川ダム・鎧畑ダム位置図（利水関係）玉川ダム・鎧畑ダム位置図（ 治水関係）



連携協定締結の背景 ｄ

○令和元年10月12日～13日 令和元年東日本台風

○令和元年12月12日 『既存ダムの洪水調節機能強化に向けた基本方針』

○令和 ２年 ５月２９日 雄物川水系の河川管理者及びダム管理者、関係利水者
において、『雄物川水系治水協定』を締結

※治水協定により増加した水害対策に使える容量の
約44％を玉川ダムと鎧畑ダムが占める

○令和 3年 ６月 ８日 玉川ダム・鎧畑ダム連携協定締結式
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玉川ダム・鎧畑ダム連携協定の内容
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ｄ

○目的
全国の洪水・渇水被害の頻発や気候変動の影響が顕在化するなか、一級河川雄物川水系玉川で直列す

る位置関係にある国土交通省東北地方整備局が管理する玉川ダムと秋田県が管理する鎧畑ダムにおいて、
国土交通省東北地方整備局及び秋田県は、防災体制の強化に向けて、異なる行政主体の更なる連携により、
下流域の洪水被害の防止・軽減や住民等の安全・安心な生活の確保のため、下記のとおり協定を締結する。

○基本的な連携内容

（１）洪水時及び平常時における、より有効な情報提供や住民周知

洪水時等のダム操作などの防災情報を関係住民にわかりやすく連絡するため、連携して通知するととも
に、平常時から防災意識の啓蒙を図る取り組みを連携して実施する。

（２）治水･利水の一体的かつ総合的なダム運用
気候変動の影響など、近年の頻発する水害への対応など、より効果的、効率的なダムの流水管理を

実施するため、連携した操作ルールの検討に着手し、一体的な流水管理を早期に実施する。

（３）「玉川ダム・鎧畑ダム連携強化推進室」の設置
両ダムの連携を強化するために推進室を玉川ダム管理所内に設置することにより、各ダム管理職員の

意思疎通を円滑にするとともに、非常時（鎧畑ダムへの通行障害など）にも確実にダム管理を実施できる
体制を確保する。



【現状 玉川ダム様式】 【現状 鎧畑ダム様式】

８

通し番号の追加

2ダムの状況の説明文を追加

2ダムの情報をイラストで記載

○ 洪水時に、ダムから関係機関への発信情報を統一化

○ 住民の的確な判断と行動につながるような情報発信として、

2ダムの状況をあわせて通知

一体的かつ総合的なダム運用を実施 ＜ダム放流通知の様式の統一 （令和3年7月予定）＞

7



洪水調節容量
3,200万m3

洪水調節容量
10,700万m3

利水容量

堆砂容量

利水容量
堆砂容量

洪水調節可能容量 1,900万m3

洪水調節可能容量 1,037万m3

＋

洪水調節容量
13,900万m3

利水容量

堆砂容量

洪水調節可能容量 2,937万m3

玉川ダム

鎧畑ダム

玉川ダム・鎧畑ダム
一体的・総合的なダム運用

これまで（令和2年5月～）

治水協定の締結により、洪水調節可能容量
（水害対策に使える容量） 2,937万m3を確保

今後（令和3年6月～）

より効果的なダム運用と確実な住民の避難行動に向けて
連携協定の締結により、連携運用の検討に着手

ｄ

２ダム１操作の操作ルールの検討に着手
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一体的かつ総合的なダム運用を実施 ＜連携した操作ルールの検討に着手＞



降雨予測と実績に相違が生じ、鎧畑ダムが低下
させた水位が回復しなかった場合、上流の玉川
ダムから不足する利水容量分を補給。 9

ｄ

玉川ダム

鎧畑ダム

○事前放流の例
・流域をひとまとまりと捉え、予測降雨量から、
事前放流により確保する容量の目標を設定

・設定した目標に向けて、降雨予測の状況変
化に応じ、連携した事前放流を実施

玉川ダム・鎧畑ダム一体的・総合的なダム運用（連携運用の検討例）

■ 例）台風に伴う降雨など、降雨予測が比較的安定している場合

■例） 前線性の降雨や線状降水帯による大雨など、
降雨予測が都度、変化する場合

玉
川
ダ
ム

0㎥/s

80㎥/s

鎧
畑
ダ
ム

事前放流により確保する容量

約1,000万m3

流域として事前放流により確保する容量

約1,000万m3

流域として事前放流により確保する容量

約1,000万m3

事前放流により確保する容量

玉
川
ダ
ム

40㎥/s

40㎥/s

鎧
畑
ダ
ム

約1,000万m3

上流の玉川ダムへの流入量が、洪水量
200m3/sに達するまで、事前放流により確保し

た容量を維持し、ダムの容量を最大限活用。


